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平成６年に旭川医科大学医学部卒業後、
北海道大学医学部附属病院、旭川厚生病
院、帯広厚生病院などの勤務、テキサス大
学ＭＤアンダーソンキャンサーセンターへ
の留学を経て、平成１５年に市立函館病院
放射線科に着任し、平成２０年に放射線
治療科長に就任。日本医学放射線学会放
射線治療専門医。医学博士。
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日
本
で
は
放
射
線
治
療
の
利
用
率
は
先
進
国

中
で
最
下
位
で
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
被
爆

国
と
し
て
放
射
線
へ
の
恐
怖
心
が
あ
る
こ
と

や
、
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
医
療
関
係
者
で
す

ら
放
射
線
治
療
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
方
は
少
数
で
す
。

　
つ
ま
り
、
す
ば
ら
し
い
治
療
で
も
、
知
ら

な
い
も
の
（
得
体
の
知
れ
な
い
治
療
）
は
避

け
ら
れ
が
ち
で
す
。「
切
ら
ず
に
治
す
放
射
線

治
療
」
で
多
く
の
方
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
知
識
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
も
私
の

使
命
で
す
。

　
放
射
線
治
療
に
適
す
る
が
ん
と
し
て
、
放
射

線
感
受
性
が
高
い
が
ん
（
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
白

血
病
、
子
宮
、
皮
膚
）、
手
術
に
よ
り
機
能
・

形
態
損
失
が
重
大
な
が
ん
（
脳
神
経
、
咽
喉
頭
、

口
腔
、
肺
、
食
道
、
乳
、
前
立
腺
、
膀
胱
）、

症
状
を
緩
和
で
き
る
が
ん
（
転
移
性
脳
腫
瘍
、

転
移
性
骨
腫
瘍
、
リ
ン
パ
節
転
移
）。
一
方
で

放
射
線
治
療
に
は
適
さ
な
い
が
ん
と
し
て
は
、

手
術
が
標
準
治
療
で
あ
る
が
ん
（
胃
・
小
腸
・

大
腸
な
ど
の
消
化
管
、
腎
臓
・
尿
管
な
ど
の
尿

路
）、
放
射
線
感
受
性
が
低
い
が
ん
（
悪
性
黒

色
腫
、
甲
状
腺
、
骨
や
筋
肉
の
肉
腫
）。

　
手
術
や
化
学
療
法
と
比
較
し
て
、「
放
射
線

治
療
は
患
者
さ
ん
に
優
し
い
」
と
さ
れ
る
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
早
期
が
ん
の

多
く
は
放
射
線
治
療
で
も
手
術
と
同
等
の
治

療
成
績
が
得
ら
れ
、
手
術
不
能
な
進
行
が
ん

で
も
治
癒
の
可
能
性
が
期
待
で
き
ま
す
。
切

除
し
な
い
た
め
、
重
要
な
機
能
や
形
態
の
損

失
が
あ
り
ま
せ
ん
。
抗
が
ん
剤
の
よ
う
な
全

身
へ
の
強
い
副
作
用
は
な
く
、
局
所
の
わ
ず

か
な
反
応
だ
け
で
済
む
た
め
、
高
齢
者
や
体

力
の
弱
い
患
者
さ
ん
で
も
大
丈
夫
で
す
。
手

術
や
化
学
療
法
に
比
べ
て
医
療
費
も
安
く
、

副
作
用
が
少
な
い
た
め
、
通
院
で
仕
事
を
続

け
な
が
ら
治
療
で
き
ま
す
。
が
ん
の
浸
潤
や

転
移
に
よ
る
苦
痛
症
状
を
緩
和
す
る
治
療
も

手
軽
に
可
能
で
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
進
歩
と
と
も
に
、
放
射
線

治
療
も
現
在
で
は
完
全
コ
ン
ピ
ュ
ー
夕
制
御
で

行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
極
め
て
正
確
に
が

ん
病
巣
の
み
に
放
射
線
を
集
中
し
、
周
囲
の
正

常
組
織
を
傷
つ
け
な
い
照
射
技
術
で
あ
る
「
定

位
放
射
線
照
射
」
や
「
強
度
変
調
放
射
線
治
療
」

で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
身
体
的
負
担
な
く
治
療
可

能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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